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本
年
四
月
、
常
務
理
事
に
就

任
し
ま
し
た
宮
之
本
で
す
。
前

任
の
堀
米
常
務
理
事
同
様
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
度
は
、「
三

月
十
一
日
東
日
本
大
震
災
」
と

「
長
野
県
北
部
地
震
」
と
と
も

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
当
事
業
団
で
は
、
県
南
部
の

西
駒
郷
で
、
福
島
県
い
わ
き
市

在
住
の
知
的
障
害
を
持
つ
方

七
十
四
名
を
一
時
受
入
等
で
協

力
し
て
き
ま
し
た
が
、
未
曽
有

の
本
災
害
は
我
々
に
『
自
然
の

大
脅
威
』
と
『
生
き
て
い
る
こ

と
の
意
味
』
を
突
き
つ
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
当
事
業
団
は
、
四
月

よ
り
県
を
は
じ
め
関
係
市
町
村

と
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
知
的
障
害
児
施
設

「
信
濃
学
園
」、
情
緒
障
害
児
短

期
治
療
施
設
「
松
本
あ
さ
ひ
学

園
」
の
県
指
定
管
理
と
上
伊
那

圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
「
き
ら
り
あ
」
の
運
営
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
事
業
所
や
職
員

数
が
年
々
拡
大
す
る
状
況
に

あ
っ
て
、
各
事
業
所
が
圏
域
や

地
域
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
よ
う
『
ブ
ロ
ッ
ク
制

（
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
運
営
）』

を
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
当
事
業
団
で
は
、
昨
年

度
末
現
在
、
入
所
施
設
利
用
者

三
百
十
一
人
の
地
域
生
活
移
行

を
進
め
、
う
ち
約
百
八
十
人
が

当
事
業
団
運
営
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ホ
ー
ム
利
用
者
を

は
じ
め
障
害
を
持
つ
皆
様
が
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
風
土
や
文
化

に
あ
っ
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ

う
、
本
年
度
長
野
大
学
と
共
同

で
の
「
ホ
ー
ム
利
用
者
の
検
証

事
業
」（
日
本
財
団
助
成
）
と

「
事
業
団
第
二
次
長
期
構
想
を

策
定
」
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
被
災
地
、
被
災
者

の
皆
さ
ん
に
は
限
り
な
く
エ
ー

ル
を
送
り
つ
つ
、
今
回
突
き
つ

け
ら
れ
た
課
題
を
「
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
等
、
利
用
者
の

暮
ら
し
創
り
に
活
か
し
つ
づ
け

て
い
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ
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東日本大震災 西駒郷にて被災した障害者の一時受入

受入初日の説明会の様子

　

今
回
の
震
災
で
は
本
当
に
大
勢
の
方
が
犠
牲
と

な
り
、
そ
し
て
多
く
の
方
が
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
障
害
福
祉
業
務
に
従
事
す

る
者
と
し
て
気
に
か
か
る
の
が
、
障
害
を
持
つ

方
々
の
避
難
生
活
で
す
。「
支
援
者
は
い
る
の

か
？
」「
薬
は
大
丈
夫
か
？
」「
こ
だ
わ
り
は
？
」

「
パ
ニ
ッ
ク
は
？
」「
ス
ト
レ
ス
は
溜
ま
っ
て
い
な

い
か
？
」
…
…
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
3
月
15
日
に
被
災
地
の
要

援
護
者
の
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
受
入
れ
を
各
都

道
府
県
に
依
頼
し
、
3
月
18
日
か
ら
受
入
可
能
人

数
等
を
把
握
し
て
被
災
県
に
連
絡
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
障
害
者
施
設
の
受
入
可
能
数
は
全

国
で
8
，9
4
9
人
と
な
り
、
実
際
の
受
入
状
況

（
実
績
）
は
福
島
県
か
ら
５
１
５
人
（
う
ち
69
人

は
国
立
重
度
知
的
障
害
者
施
設
の
ぞ
み
の
園
で
受

入
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
23
年
7
月
22
日

１４
時
００
分
現
在　

厚
生
労
働
省
発
表
資
料
よ
り
）

　

こ
う
い
っ
た
中
、
当
事
業
団
で
は
「
社
会
福
祉

法
人
い
わ
き
福
音
協
会
」（
福
島
県
い
わ
き
市
）

か
ら
利
用
者
74
名
の
受
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

一
時
受
入
の
経
過

　

本
紙
の
特
集
記
事
（
V
o
l
・
1
）
で
も
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
と
お
り
、
西
駒
郷
は
入
所
施
設
利

用
者
の
地
域
生
活
移
行
が
進
み
、
東
京
ド
ー
ム
3
個

分
も
あ
る
広
大
な
敷
地
に
点
在
す
る
生
活
棟
の
う

ち
、
す
で
に
数
ヶ
所
は
閉
鎖
し
ま
し
た
が
、
若
干
の

修
繕
で
利
用
可
能
と
な
る
棟
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
西
駒
郷
利
用
者
の
地
域
生
活
移

利用者 職員

死　亡 行方
不明 合　計 死　亡 行方

不明 合　計

高齢者 453 57 510 68 80 148

障　害 21 21 42 13 8 21

児　童 43 21 64 6 4 10

合　計 517 99 616 87 92 179

いずれも週刊福祉新聞2011年8月8日号より転載
なお、上記の福祉新聞調べは、厚生労働省が地方自治体からの報告を基に5月13日
でまとめた「社会福祉施設の被災状況」に、独自調査の結果を加え集計したもの
であるが、一部事業所の被災状況等を含んでおらず、被害の全容はいまだにつか
めていない状況になっている。

福祉施設の人的被害状況
行
を
け
ん
引
し
て
き
た
山
田
優
氏
（
元
・
西
駒
郷

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
の
働
き
か
け
も

あ
り
、
福
島
県
か
ら
の
要
請
を
長
野
県
が
受
け
、

３
月
24
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で
西
駒
郷
で
の
一
時

受
入
に
至
り
ま
し
た
。

西
駒
郷
で
の
生
活

　

西
駒
郷
で
は
受
入
れ
と
同
時
に
新
聞
・
有
線
放

送
で
救
援
物
資
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
利
用
者
に
は
買
い
物
、
ス
ポ
ー
ツ
等

の
余
暇
支
援
や
農
業
を
は
じ
め
と
し
た
作
業
な

ど
、
で
き
る
だ
け
普
通
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
県
内
外
の
法
人

等
か
ら
18
名
が
西
駒
郷
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　平成23年３月11日の東日本大震災、そしてその後の東京電力福島第１原発事故は未曾有の大災害として
　東北各県のみならず我が国全土に甚大な被害をもたらしました。
　事業団では、県南部の西駒郷で、一時的に福島県いわき市在住の知的障害を持つ方74名を受け入れました。
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3
月
11
日
14
時
46
分
、
今
ま
で
に
体
験
し
た
こ

と
が
な
い
揺
れ
が
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
で
し

た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
に
よ
り
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
同
法
人
の
生
活
介
護
事
業
所
で
の

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
余
震
に
怯
え
、
水
の
大

切
さ
を
知
り
つ
つ
利
用
者
、
職
員
は
不
安
を
つ
の

ら
せ
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
中
、
西
駒
郷
が
い
ち
早
く
受
入
れ

の
打
診
を
示
し
て
下
さ
り
、
3
月
24
日
、
利
用
者

74
名
職
員
5
名
が
長
野
へ
の
バ
ス
を
走
ら
せ
ま
し

た
。
バ
ス
の
中
は
旅
行
気
分
（
お
風
呂
と
食
事
、

ゆ
っ
く
り
寝
た
い
…)

。
8
時
間
後
に
は
西
駒
郷

の
皆
さ
ん
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
味
わ
う
入
所
施
設
で
の
生
活
、
怯

え
て
暮
ら
し
た
不
安
は
徐
々
に
解
消
さ
れ
、
沢
山

の
支
援
者
さ
ん
の
関
わ
り
、
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に

癒
さ
れ
、
桜
に
心
が
安
ら
ぐ
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

4
月
15
日
、
自
分
達
の
ホ
ー
ム
へ
と
戻
り
ま
し

た
。
現
在
も
余
震
と
原
発
の
不
安
は
あ
り
ま
す

が
、
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
、
日
常
の
生
活
を
取
り

戻
し
て
い
ま
す
。

　

西
駒
郷
の
ス
タ
ッ
フ
皆
さ
ん
、
県
外
か
ら
の
支

援
者
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
復

興
に
向
け
て
歩
ん
で
い
ま
す
。

ふ
く
い
ん
ス
タ
ッ
フ
か
ら
一
言

社
会
福
祉
法
人
い
わ
き
福
音
協
会

障
害
者
総
合
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
い
ん
　
係
長

羽
賀
　
典
子
　
さ
ん
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か
っ
た
。

　

緊
急
時
は
、
ス
キ
ー
ム
が
あ
っ
て
動
く
の
で
は

な
く
、
後
か
ら
つ
い
て
く
る
と
い
う
姿
勢
で
積
極

果
敢
に
向
き
合
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
の
長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
に
は
、
例
え

ば
こ
う
し
た
荒
ぶ
る
行
動
・
開
拓
者
的
発
想
・
独

立
心
あ
る
提
案
を
恐
れ
な
い
姿
勢
を
持
ち
、
育
つ

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

※
本
紙
５
ペ
ー
ジ
「
事
業
所
リ
レ
ー
ト
ー
ク
」
参
照

　

社
会
福
祉
法
人
い
わ
き
福
音
協
会
（
福
島
県
）

の
本
田
さ
ん
（
障
害
者
総
合
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
く
い
ん
所
長　

＊
就
労
支
援
・
地
域
生
活
支
援

の
私
の
仲
間
で
す
）
か
ら
、
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
の

は
3
月
11
日
の
深
夜
。
内
容
は
「
利
用
者
全
員
の

安
否
確
認
は
で
き
た
も
の
の
、
70
名
以
上
が
避
難

生
活
を
始
め
て
い
る
」
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
翌
日
の
炉
心
溶
解
と
水
素
爆
発
後
の

3
月
17
日
に
は
「
現
在
、
G
H
等
の
入
居
者
関
係

で
1
6
0
名
ほ
ど
の
知
的
障
害
者
が
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
福
島
原
発
被
害
で
（
圏

外
へ
の
）
避
難
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
受

け
入
れ
可
能
な
場
所
の
情
報
を
い
た
だ
き
た
い
。」

と
の
メ
ー
ル
が
…
。

　

3
月
11
日
以
後
、
私
は
受
け
皿
を
含
め
て
関
係

調
整
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
西
駒
郷
の
よ
う
に
大

規
模
施
設
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
進
め
て
い

る
公
立
施
設
の
キ
ャ
パ
は
元
々
空
い
て
お
り
、
通

電
・
通
水
・
通
燃
料
・
暖
房
等
を
復
旧
す
れ
ば
す

ぐ
に
使
用
可
能
と
な
る
は
ず
と
考
え
、
厚
労
省
専

門
官
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
厚
生
労
働
省
も
（
す
で
に
動
き
始
め

て
い
た
）
3
月
24
日
の
西
駒
郷
で
の
受
入
れ
に
間

に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
粋
な
後
方
支
援
と
し
て
事

務
連
絡
を
厚
労
省
専
門
官
が
出
し
て
く
れ
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
大
震
災
に
伴
う
支
援
の
ス
キ
ー
ム

（
仕
組
）
は
、
西
駒
郷
で
の
受
入
・
支
援
実
践
が

裏
付
け
と
な
り
、
国
立
コ
ロ
ニ
ー
の
ぞ
み
の
園
で

の
受
入
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
わ
き
福
音
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
に

は
、
次
の
よ
う
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

凄
い
の
は
、
こ
う
し
た
不
安
状
態
の
中
で
、
丁

寧
に
本
人
た
ち
と
向
き
合
い
、
避
難
先
を
調
整
し

送
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
、「
ふ
く
い
ん
」
の
ス

タ
ッ
フ
で
す
し
「
法
人
」
で
す
し
「
本
田
さ
ん
」

で
す
。

　

ま
た
、
連
絡
で
す
ぐ
動
き
出
し
た
「
長
野
県
」

で
す
し
「
長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
」
も
素
早

　

今
回
の
特
集
記
事
を
ま
と
め
る
に
あ
た

り
、
前
述
の
山
田
さ
ん
に
被
災
地
に
お
け
る

障
害
を
持
つ
方
々
の
状
況
に
つ
い
て
伺
っ
た

と
こ
ろ
、
要
支
援
者
リ
ス
ト
ど
こ
ろ
か
、
住

民
票
自
体
が
確
認
で
き
な
い
と
い
う
自
治
体

も
あ
り
、
さ
ら
に
今
回
の
震
災
を
機
に
障
害

が
顕
在
化
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
全
容

は
つ
か
み
き
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、
山
田
さ
ん
は
行
政
と
現

場
の
ニ
ー
ズ
と
の
乖
離
を
埋
め
る
べ
く
、
現

在
も
奔
走
中
と
の
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
当
事
業
団
で
は
昨
年
度
、
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
指
針
を
定
め
、
今
年
度
は

各
事
業
所
に
お
い
て
そ
の
指
針
に
基
づ
い
た

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
指
針
は
今
回
の
よ
う
な
未

曾
有
の
災
害
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
想
定
内
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
に
陥
っ

た
際
、
我
々
に
何
が
で
き
る
の
か
想
像
す
ら

で
き
ま
せ
ん
。

　

当
事
業
団
で
は
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

「
地
域
住
民
と
の
繋
が
り
づ
く
り
が
何
よ
り

の
防
災
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
利
用
者
そ
れ

ぞ
れ
が
生
活
す
る
地
域
に
お
い
て
「
顔
と
顔

が
見
え
る
関
係
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
当
県
知
障
協
の
加
盟
団
体

や
近
県
の
事
業
団
単
位
で
、「
被
災
時
に
お

け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
お
り
、
積
極
的
に
参
画
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
が
一
日
で
も

早
く
今
ま
で
の
暮
ら
し
に
近
づ
け
る
よ
う
、

当
事
業
団
と
し
て
今
後
も
微
力
な
が
ら
継
続

し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。�

（
中
村
）

　

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
で
は
、
職
員
か
ら

受
け
付
け
た
１
，３
０
７
，０
０
０
円
を
、
義
援

金
と
し
て
４
月
15
日
に
中
央
共
同
募
金
会
を
通

じ
て
被
災
地
の
方
々
に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

ま
と
め

「ふくいん」スタッフとボランティアの皆さん（前列中央が山田氏）

①�

避
難
先
が
バ
ラ
バ
ラ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
事

業
所
単
位
（
2
～
3
箇
所
）
の
固
ま
り
で
支

援
計
画
を
組
む

②�

支
援
職
員
が
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
し
な
い
様
に
支

援
員
は
複
数
名
を
配
置
す
る

③�

で
き
る
だ
け
丁
寧
に
本
人
の
意
向
を
聴
き
、

避
難
場
所
の
選
択
を
し
て
い
た
だ
く
（
自
分

で
避
難
先
を
選
択
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
）

④�

国
都
道
府
県
か
ら
の
介
護
職
員
等
派
遣
を
、

東
北
地
方
に
届
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
避
難

先
と
な
っ
た
都
道
府
県
に
近
い
都
道
府
県
か

ら
も
支
援
を
組
み
合
わ
せ
る
分
か
ち
合
い
を

推
奨
。

⑤�

と
に
か
く
、
だ
れ
か
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
を
担
う
こ
と

福
島
県
・
愛
知
県
相
談
支
援
特
別
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
山
田
　
優

（
ほ
っ
と
ワ
ー
ク
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
※  

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

今
回
の
西
駒
郷
で
の

　
　
　
　
　

受
入
れ
に
至
る
経
過
は
こ
う
だ
っ
た
。
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事業所 各事業所それぞれの特徴と
現状・課題を紹介します。

　平成２３年１月、「八雲作業所（知的障害
者通所授産施設）」は、新事業体系移行
（就労継続支援B型事業）を機に、隣接す
る「八雲日中活動総合センター（生活介護
事業・自立訓練（生活訓練）事業）」と統
合し、多機能支援事業所「八雲日和（や
ぐもびより）」として再スタートしました。
　開所以来取り組んでいる「うどん」「お
やき」の製造・販売や農作業などの自主
生産活動のほか、新たにリサイクル活動
の一環とした缶の仕分け作業を導入する
とともに、『私たちの活動を通じてみんな
の笑顔が見たい！』との思いから、地元
の公共施設にプランターを設置し、花の

水やり・管理を始めました。
　約半年が経過し、利用者も生産活動
や創作活動など互いに協力しながら
行ったり、季節の行事などを合同で行
う中で、今まで以上に仲間意識が高
まってきました。
　「八雲日和」は今後も、利用される皆
さんの大切な一日をサポートさせてい
ただく「陽だまりのような施設」づく
りを目指したいと思います。� （清水）

　「ほっとワーク
スグループホー
ム・ケアホームセ
ンター」は、主に
西駒郷から地域生
活移行を果たした
方々のホーム設置
を進めており、平
成23年4月に新た
に「高遠陽だまり
ホーム」と「せせ
らぎホーム」の

2ヶ所を開設し、計25ホーム、利用者125名となりました。
　また、利用者の余暇活動や通院などのニーズに応えられる
よう「居宅介護等事業」も展開しています。
　各ホームは、長野県南部（上伊那圏域）の広範囲に点在し
ており、日々の生活支援はもちろん、月１～２回の健康相談
や通院等のため、今年度は公用車を4台増やし、計15台をフ
ル稼働させて支援に
あたっています。
　年々、重度化・高
齢化が進み、利用者
ニーズが多様化して
きていますが、地域
の中で豊かに楽しく
暮らすことができる
よう、利用者に寄り
添いながら、より一
層支援内容を充実さ
せていきたいと思い
ます。� (森)

　「サンスポートまつもと」は、長野県障害者福祉セ
ンター『サンアップル』の３ヶ所あるサテライトの１
つです。
　サンアップルのように体育施設がないため、「どこ
でもスポーツ・運動教室」などの移動教室が主な活動
です。
　また、長野県の自然環境を生かした障害者スキー教
室や、指導者や関係者に向けてのバイスキーサポート
技術講習会を開催したり、多くの人、団体、地域と連
携し、水泳やサッカー教室、卓球やボッチャの大会、
サポート技術講習会、体育館開放事業など、様々なス
ポーツ活動や地域スタッフの育成も行っています。
　地域に密着した障
害者スポーツの発展
のために、障害分野
に関わらず幅広いつ
ながりをもち、多様
なスポーツ環境づく
りを進めていきま
す。� （太田）

❶ 八雲日和（やぐもびより）
～多機能型支援事業所として再スタート！～

❷ サンスポートまつもと
～希望があれば、どこへでも出向きます！～

❸� ほっとワークスグループホーム・ケアホームセンター
～公用車１５台をフル稼働！多様なニーズに応えます～
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各事業所におけるさまざまな「チャレンジ」を
紹介するコーナーです。

　

西
駒
郷
は
平
成
23
年
4
月
1
日
に
、
障
害

者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
新
事
業
体
系
に
移

行
し
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
「
わ
ー
く

西
駒
」（
定
員
15
名
）（
以
下
「
Ａ
型
事
業
」

と
表
記
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

Ａ
型
事
業
導
入
の
き
っ
か
け
の
一
つ
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
一
般
就
労
を
希
望
す
る
障

害
者
の
就
職
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
（
グ

ラ
フ
１
参
照
）、
三
障
害
い
ず
れ
も
半
数
以

上
が
実
現
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
、
こ
の
就
労
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
必
要
性

を
実
感
し
た
た
め
で
す
。

　

Ａ
型
事
業
所
は
、
全
国
的
に
も
長
野
県
内

で
も
、
ま
だ
大
変
少
な
い
状
況
に
あ
り
、
平

成
23
年
８
月
11
日
現
在
、
全
国
で
7
９
７
ヶ

所
、
県
内
で
は
19
ヶ
所
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。（
W
A
M 

N
E
T　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
情
報
よ
り
）

　

理
由
と
し
て
、
最
低
賃
金
保
障
の
ハ
ー
ド

ル
や
日
額
報
酬
に
よ
る
経
営
上
の
課
題
等
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
然
、「
わ
ー
く
西
駒
」
に
お
い
て
も
こ

う
し
た
課
題
は
存
在
し
て
い
ま
す
が
約
4
ヶ

月
経
過
し
た
中
で
、
働
い
て
る
利
用
者
の
活

き
活
き
と
し
た
姿
を
見
て
い
る
と
、
必
ず
成

功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
さ
せ
ら

れ
る
毎
日
で
す
。

　

Ａ
型
事
業
は
事
業
主
と
利
用
者
が
雇
用
契

約
を
締
結
す
る
と
こ
ろ
に
最
大
の
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
従
っ
て
、
利
用
者
は
労
働
者
と
な

り
最
低
賃
金
の
支
払
い
が
原
則
必
要
と
な
る

と
と
も
に
労
働
法
規
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

　
「
わ
ー
く
西
駒
」
で
は
、
現
在
11
名
の
利

用
者
が
就
労
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
8
名

は
、
最
低
賃
金
を
保
障
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
他
の
方
に
は
、
労
働
能
力
等
に
よ
り
「
最

低
賃
金
の
減
額
の
特
例
許
可
制
度
」
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
現
在
の
賃
金
は
月
額
5
万
円

か
ら
7
万
円
程
度
で
、
今
後
は
全
利
用
者
に

最
低
賃
金
保
障
が
で
き
る
よ
う
支
援
・
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

西
駒
郷
「
わ
ー
く
西
駒
」 

支
援
員

根
村　

隆
司

「
自
立
」「
生
き
が
い
」
を
求
め
て

　
　

～
Ａ
型
事
業
所
「
わ
ー
く
西
駒
」
の
取
り
組
み
～

長
野
県
最
低
賃
金

　

6
9
3
円
保
障
を
目
指
す

ど
ら
焼
き
と
豆
腐
作
り
に
挑
戦
！

　

Ａ
型
事
業
と
し
て
二
つ
の
建
物
で
事
業
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
「
西
駒
会
館
」
で
は
食
事
や
宿
泊
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
ま
た
旧
給
食
棟
を
改
修
し
た

「
信
州
ま
め
匠
」
で
は
、
ど
ら
焼
き
と
豆
腐

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
本
当
に
よ
く
働
い
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
「
わ
ー
く
西
駒
」
で
の
感
想
を
尋
ね
る
と
「
自
信
」
や

「
夢
」
に
溢
れ
た
言
葉
が
次
々
と
飛
び
出
し
ま
し
た
！

　
こ
れ
か
ら
も
、
仕
事
を
す
る
喜
び
を
皆
さ
ん
に
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
な

お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
聞
き
ま
し
た
！

「自信」と「夢」

早くお金を貯め
て一人暮らしを
したい。

仲間のみんなから生
き生きしていると言
われ、生活に自信が
持てるようになった。

今は、自転車で通勤し
ているけど、お金が貯
まったら車の免許を取
りに行きたい。

の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

な
お
、
本
紙
特
集
記
事
（
V
o
l
・
2
）

で
も
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
と
お
り
、「
自

主
作
業
（
製
造
・
販
売
）」
は
、「
生
産
の
喜

び
、
社
会
と
の
繋
が
り
」
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
皆
さ
ん
活
き
活
き
と
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

グラフ１

グラフ２

家族と会話すること
が多くなった。

最初、仕事を覚えるまで
が大変だったけど、今
は、仕事の流れも分かり
自信がついた。
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つ
れ
づ
れ
福
祉

知的障害者の地域生活移行に関する
地域生活実態調査・検証事業スタート！

 

当
事
業
団
は
平
成
18
年
度
、
19
年
度
と
日
本
財
団
か

ら
助
成
を
い
た
だ
き
『
長
野
県
西
駒
郷
の
地
域
移
行
評

価
・
検
証
に
関
す
る
研
究
事
業
』
を
実
施
し
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
等
利
用
者
（
以
下
「
ＧＨ

利
用
者
」
と
表

記
）
の
生
活
環
境
の
改
善
等
に
関
す
る
課
題
を
明
ら
か

に
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
調
査
は
「
ＧＨ

利
用
者
の
み
を
対
象

と
し
た
調
査
で
あ
っ
た
た
め
客
観
性
を
欠
い
て
い
た
」

と
い
う
反
省
点
か
ら
、
今
回
、
新
た
に
地
域
住
民
や
市

町
村
関
係
者
を
含
め
た
多
面
的
な
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
再
度
、
日
本
財

団
か
ら
助
成
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
長
野
大
学
附
属

地
域
共
生
福
祉
研
究
所
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、
現

在
、
研
究
所
研
究
員
の
旭
教
授
、
野
村
教
授
、
高
木
講

師
と
事
業
団
職
員
で
調
査
項
目
及
び
聴
き
取
り
方
法
等

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
40
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
１
９
５
人
へ

の
聴
き
取
り
調
査
を
同
大
学
学
生
及
び
教
授
等
に
お
願

い
す
る
こ
と
か
ら
、
同
大
学
特
別
講
義
の
講
師
を
当
事

業
団
職
員
が
務
め
、
調
査
背
景
や
調
査
方
法
等
を
お
伝

え
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
聴
き
取
り
調
査
は
8
月
か
ら
10
月
に
実
施

し
、
調
査
結
果
は
平
成
24
年
度
開
催
予
定
の
「
駒
ヶ
根

高
原
ふ
く
し
セ
ミ
ナ
ー
」
等
を
通
じ
て
幅
広
く
情
報
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

徒
然
な
る
ま
ま
に
…
他
の
法
人
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
か
ら
見
え
る
「
福
祉
」
を
、

そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
綴
り
ま
す
。

本調査の目標と特徴 「駒ヶ根高原ふくしセミナー」
プレイベント開催！！

10月22日㈯

10月23日㈰

会場：長野県西駒郷（駒ヶ根市下平2901-7）

会場：駒ヶ根総合文化センター（駒ヶ根市上穂栄町23-1）

『①信州駒天（こまてん）駅伝大会』

『②�知的障害者の地域生活移行に関する地域生活実
態調査・検証事業中間報告会』

参加資格：�知的に障害をお持ちの方または養護学
校に在籍する方

競技方法：1チーム４人〜８人
　　　　　全６㎞（１．５㎞の周回コース４周）
　　　　　（１人１．５㎞（１周）または７５０m（半周））
※大会要項等は後日、当事業団ホームページにて掲載します。

目標①
【『ＧＨ利用者』それぞれの「地域」「風土」にあっ
たライフスタイルの提案と具現化】
ＧＨ利用者のみならず世話人、地域住民、市町村関係者を含めた
「地域生活実態調査」を実施し、その結果を多面的に検証すること
で、各ＧＨの地域性やＧＨ利用者の障害特性等も加味した「地域生
活」を提案します。

目標②
【知的障害者（意思伝達が困難な利用者含む）に対する調
査方法のマニュアル作成】

当事業団各事業所で実施する「顧客満足度調査」の回
答率が約50％という現状も踏まえ、今回、長野大学及
びドロップレット・プロジェクト※の協力のもとに「意
思伝達が困難な利用者を含む聴き取りマニュアル」を
作成し活用します。

目標③
【『地域住民』『学生』等

に対しての障害者理解の
増進】

今回の事業を通じ、地域
住民、学生等に対しての

障害者理解の増進を図り
ます。

長野大学 社会福祉学部　　野村　健一郎　教授

　グループホームの実態調査に向けて、学生の関心と知識を高めるために、特別講義を開講したとこ
ろ、全５２名の学生が受講登録をしました。
　また、私のゼミナールでは２６名の学生が、グループディスカッションをして同講義内容を深めていま
す。
　社会福祉事業団職員の実践の講義内容を理論につなげていく帰納的展開を図りながら、多くの学生が
実態調査に参加するように動機づけが高まることを期待しています。
　なお、このような中で、10月の大学祭において、ゼミの学びを展示発表することが決定されるなど、
学生の関心が高まってきています。

担当教授からの一言

長野大学との共同研究による

近隣のスーパーで買い物をする利用者

長野大学での特別講義

・「まゆクラフト体験」
     （講師：駒ヶ根シルクミュージアム）
・「墨あそび」（講師：関孝之氏）

『③�ワークショップ』

※ドロップレット・プロジェクトとは
コミュニケーションに障害を持つ方のために図形シンボルとシンボル活用の
ウェブアプリケーションを提供する取り組み。　HP：http://droplet.ddo.jp/
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平成２３年度　組織概要

①水
みのちそう

内荘
・�施設入所支援事業（定員40人）、生活介護事業（定員68人）
・短期入所事業（併設型１０人）

②水内荘グループホーム・ケアホームセンター
・�共同生活援助・共同生活介護事業（12ホーム　定員59人）

③長野圏域障害者総合支援センター歩
ふ

楽
ら

里
り

・�居宅介護等事業　
・�相談支援事業、タイムケア事業ほか

④八
や

雲
ぐも

日
び

和
より

・�就労継続支援B型事業（定員25人）、生活介護事業（定員14人）
・�自立訓練（生活訓練）事業（定員6人）

⑤長野市地域活動支援センターこぶし
・�地域活動支援センター事業（定員15人）

ブロック長　　堀米　信一（水内荘所長）
副ブロック長　小島　健一（水内荘支援課長）

【長野ブロック】 ⑳法人本部（事務局）
・�事業団が経営する各事業所の管理運営における調整
・介護福祉士等修学資金貸与事業　ほか

⑰サンスポート駒ヶ根
・�サンアップルの南信サテライト

⑯長野県障害者福祉セン
ター「サンアップル」
・�障害者のスポーツ・文化活動支援事業

⑱サンスポートまつもと
・�サンアップルの中信サテライト

⑲サンスポート佐久
・�サンアップルの東信サテライト

【障害者福祉センターブロック】

ブロック長　　寺沢　博文
　　　　　　　（障害者福祉センター所長）
副ブロック長　関口　一道
　　　　　　　（障害者福祉センタースポーツ課長）

⑩伊那ゆいま～る
・�生活介護事業（定員15人）、就労継続支援Ｂ型事業（定
員２０人）

⑫辰野町障害者就労支援センター
「工房ぬくもり」
・�就労継続支援Ｂ型事業（定員20人）

⑪ほっとワークス・みのわ
・�就労継続支援Ｂ型事業（定員20人）

⑬辰野町地域活動支援センター
・�地域活動支援センター事業（定員20人）

⑨ほっとワークスグループホーム・
ケアホームセンター
・�共同生活援助・共同生活介護事業（25ホーム　定員125
人）

・居宅介護等事業

【上伊那北部ブロック】

ブロック長　　降籏　正章
　　　　　　　（ほっとワークスＧＨ・ＣＨセンター所長）
副ブロック長　埋橋　行雄
　　　　　　　（伊那ゆいま～る所長）

⑥信濃学園
・�知的障害児施設入所事業（定員30人）
・�短期入所事業（空床型）、日中一時支援事業

⑦松本あさひ学園
・�情緒障害児短期治療施設（入所30人、通所5人）

⑧松本ひよこ
・�生活介護事業（定員21人）、就労移行支援事業
（定員10人）

・�共同生活援助・共同生活介護事業（4ホーム
定員23人）

・�重度障害者等包括支援事業（定員5人※上記再
掲）

【松本ブロック】

ブロック長　　清水　剛一
　　　　　　　（信濃学園所長）
副ブロック長　佐藤　靖
　　　　　　　（信濃学園総務課長）
副ブロック長　小宮山紀道
　　　　　　　（松本あさひ学園治療支援課長）

⑭西
にし

駒
こま

郷
ごう

・�施設入所支援事業（定員170人）、短期入所事業
（空床型）
・�生活介護事業（定員156人）、自立訓練（生活訓練）
事業（定員12人）

・�就労継続支援A型事業（定員15人）、就労移行支援
事業（定員13人）

・就労継続支援B型事業（定員54人）、自活訓練事業

⑮上伊那圏域障害者総合支援センター「きらりあ」
・�相談支援事業、障害児等療育支

援事業
・�精神障害者退院支援コーディ

ネーター設置等事業

【上伊那南部ブロック】

ブロック長　　原　雅章（西駒郷所長）　　副ブロック長　滝　茂樹（西駒郷次長）
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平成23年度　事業計画・収支予算書

【管理部門】

Ⅰ　ブロック制導入
　�　地域福祉充実と効率的運営の観点から事業団事業所を５グループに分割し、各地域グループ単位で特色ある事業
経営の確立をめざした「ブロック制」を導入します。

Ⅱ　第二次長期構想策定
　�　事業団事業の検証と今後に向けた事業の拡充や経営方針を明らかにするため、平成２４年度から２８年度まで〈５年
間〉の長期構想の策定を行います。

Ⅲ　目標管理制度の結果の給与への反映
　�　「目標管理制度」のさらなる定着化を図り、その結果を勤務評価制度へ反映します。

【支援部門】

Ⅰ　信濃学園、松本あさひ学園、きらりあの受託、重度障害者等包括支援事業の開始
　�　今年度より新たに「信濃学園」、「松本あさひ学園」、「上伊那圏域障害者総合支援センターきらりあ」の運営を開
始します。
　�　また松本ひよこにおいて新たに重度障害者等包括支援事業を開始します。

Ⅱ　新規採用職員37人の配属
　�　事業拡大に伴い、新規採用職員３７名を4月1日付にて各事業所に配属します。

Ⅲ　「駒ヶ根高原ふくしセミナー」プレイベント開催
　�　平成２４年度「駒ヶ根高原ふくしセミナー」の開催に向け、今年度は１０月２２日、２３日に「プレイベント」を駒ヶ根
市で開催します。

Ⅳ　「知的障害者の地域生活移行に関する地域生活実態調査・検証事業」
　�　日本財団の助成を受け、長野大学との共同研究として当事業団が運営するホーム等利用者の地域生活実態調査と
検証を行います。

Ⅴ　全事業所新事業体系での運営
　�　当事業団が運営する障害者支援施設は平成２３年４月に全て「障害者自立支援法」に基づく新事業体系に移行しま
す。

区　　　分 本年度予算額 前年度当初予算額 増　減

収
　
　
　
入

就労支援事業収入 89,101 55,752 33,349

経
常
収
入

利用料収入等 1,590,168 1,475,658 114,510

受託事業等収入 1,032,342 553,105 479,237

会館事業収入 0 5,146 △ 5,146

補助事業等収入 83,757 77,626 6,131

寄附金収入 1,750 6,910 △ 5,160

その他収入（※注１） 352,777 138,975 213,802

小　計 3,060,794 2,257,420 803,374

施設整備等収入 192,041 43,399 148,642

財
務
収
入

借入金収入 4,537 38,515 △ 33,978

積立預金取崩収入 332,687 181,000 151,687

その他の収入（※注２） 20,176 17,703 2,473

小　計 357,400 237,218 120,182

合　　　計 3,699,336 2,593,789 1,105,547

区　　　分 本年度予算額 前年度当初予算額 増　減

支
　
　
　
出

就労支援事業支出 89,101 55,752 33,349

経
常
支
出

人件費支出 1,918,369 1,418,219 500,150

事務費支出 411,679 294,648 117,031

事業費支出 534,421 496,522 37,899

その他支出（※注３） 321,950 119,899 202,051

小　計 3,186,419 2,329,288 857,131

施設整備等支出 323,612 155,925 167,687

財
務
支
出

借入金元金償還金支出 18,493 15,126 3,367

積立預金積立支出 26,775 27,991 △ 1,216

その他の支出（※注４） 8,005 6,792 1,213

小　計 53,273 49,909 3,364

合　　　計 3,652,405 2,590,874 1,061,531

当期資金収支差額 46,931 2,915 44,016

前期末支払資金残高 426,822 341,241 85,581

当期末支払資金残高 473,753 344,156 129,597

平成23年度　収支予算総括表（法人合算）

注1　「経常収入」の「その他収入」は「雑収入」、「受取利息配当金収入」、「経理区分間（会計単位間）繰入金収入」の合計額とした。
注2　「財務収入」の「その他収入」は、「長期貸付金回収収入」の合計額とした。
注3　「経常支出」の「その他支出」は「経理区分間（会計単位間）繰入金支出」の合計額とした。
注4　「財務支出」の「その他支出」は、「長期貸付金支出」の合計額とした。

（単位：千円）
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事
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団
だ
よ
り
 や
ま
な
み
 2011年

 冬
 V
ol. ４

　
　
発
行
所
：
社
会
福
祉
法
人
 長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
　
　
発
行
日
：
平
成
23年
１
月
１
日
　
　
印
刷
：
第
一
企
画
株
式
会
社

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
隣
国
で
は
南
と
北
と
で
混
乱

が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
わ
が
国

に
お
き
ま
し
て
も
い
じ
め
や
虐

待
が
引
き
続
い
て
発
生
し
て
お

り
、
深
刻
な
社
会
問
題
を
呈
し

て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
家
庭

や
学
校
が
舞
台
と
な
り
、
改
め

て
人
と
人
の
つ
な
が
り
と
地
域

づ
く
り
の
貧
困
さ
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
事
業
団
は
今
年
度
開

設
45
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
４

月
か
ら
新
た
に
三
つ
の
事
業
所

の
運
営
が
加
わ
り
ま
す
。
知
的

障
害
児
施
設
「
信
濃
学
園
」、

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設

「
松
本
あ
さ
ひ
学
園
」、
そ
し
て

「
上
伊
那
圏
域
障
害
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
き

ら
り
あ
」
で
す
。

　
児
童
へ
の
取

り
組
み
は
初
め

て
で
あ
り
、
と

り
わ
け
、
知
的

障
害
以
外
の
領

域
へ
の
踏
み
込

み
に
は
緊
張
を

覚
え
ま
す
。
さ

ら
に
、
相
談
支

援
事
業
の
最
前

線
で
あ
る
支
援

セ
ン
タ
ー
で
も

「
ら
し
さ
」
の

構
築
を
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
考
え

る
こ
と
は
、
ま
さ
に
第
44
回
全

国
社
会
福
祉
事
業
団
大
会
の

テ
ー
マ
「
経
営
力
強
化
と
改
革

力
の
創
出
」
で
言
わ
れ
た
、
人

材
の
育
成
が
一
番
の
土
台
と
な

る
こ
と
で
す
。
発
達
障
害
や
精

神
障
害
に
も
対
応
で
き
る
専
門

研
修
を
一
層
充
実
さ
せ
、
今
年

度
か
ら
採
用
を
始
め
た
心
理
職

員
の
適
正
配
置
・
業
務
な
ど
に

も
し
っ
か
り
と
心
配
り
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
事
業
団
は
高
齢
者

や
障
害
者
等
の
権
利
擁
護
や
地

域
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
、
他
の
機
関
と
共
に
励
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

一
層
の
発
展
を
期
す

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
理
事
長　
　

辰
野
恒
雄

平成22年度　事業報告

指定管理プレゼンテーション検討風景

西駒郷就労継続支援Ａ型事業所
「信州まめ匠」

やまなみ

サッカーフェスティバル（東御市）

波田しなのハイツ

1　経営組織体制の確立
　①　県立障害児施設の指定管理受託への取り組み
　②　西駒郷企画推進課及び企画販売促進係の新設
　③　西駒郷しらかば寮の閉寮
　④　�事業団研修の充実
　　　（レベルアップ研修４回 延べ288人参加、心理・支援員研修6回 等）

2 管理業務の充実
　①　事業団倫理綱領の策定
　②　西駒郷就労継続支援Ａ型事業開始に向けた改修工事

3 情報発信
　①　事業団機関紙「やまなみ」発行（夏・冬２回　各3,000部）
　②「駒ヶ根高原ふくしセミナー」開催に向けた検討

6 セーフティネット機能の充実
　①　短期入所事業の充実
　　　（水内荘：5.82人/1日、西駒郷：2.76人/1日）
　②　居宅介護等事業の充実
　　　（歩楽里：12,423.5時間/年、ほっとＧＨ：10,559時間/年）

7 地域福祉サービス体制の整備
　①　�高齢者支援の方法等の検討（退行アセスメントシートの作成）
　②　ホーム等利用者検証事業の準備

5 入所施設利用者の地域生活移行の推進
　①　地域生活移行１４人（水内荘４人、西駒郷１０人）
　②　グループホーム・ケアホーム4ヶ所設置

名　称 開設日 定員 住所
服部ハイツ Ｈ23. 1.1 6人 長野市
波田しなのハイツ
（※重度障者等包括支援事業） Ｈ23.4.1 5人 松本市

松崎ホーム Ｈ22.4.1 4人 駒ヶ根市
高遠陽だまりホーム Ｈ23.3.31 6人 伊那市

4 提供するサービスの質の向上
　①　利用者一人ひとりのニーズに応じた支援
　②　サンアップル第１回サッカーフェスティバル開催（対象：知的障害児・者）

　③�　就労事業所の工賃アップ

就労支援事業所の平均工賃／月　（単位：円）

事業所 八雲
日和

松本
ひよこ

伊那
ゆいま～る

ほっと
ワークス・
みのわ

辰野町障害
者就労支援
センター

西駒郷
生業部

平成21年度 25,000 11,700 8,118 19,757 16,533 6,687 

平成22年度 25,238 11,935 9,230 24,291 20,410 9,254 　平成
二
十
二
年
度
も
ス
タ
ー
ト

し
て
、
早
五
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

昨
年
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
障
害

者
自
立
支
援
法
は
廃
案
の
方
向
が

打
ち
出
さ
れ
、
障
が
い
者
総
合
福

祉
法
（
仮
称
）
と
し
て
検
討
中
で

あ
り
、障
害
を
持
つ
方
や
我
々
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
に
と
っ
て
、
不
安
定

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　事業
団
の
改
革
は
、
平
成
十
七

年
度
「
公
益
を
大
切
に
す
る
民

間
法
人
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
新
た

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る

中
で
、「
共
生
社
会
の
実
現
」
等

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

「
事
業
団
改
革
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
再
出
発
し
ま
し
た
。

　事業
は
、
入
所
施
設
利
用
者
の

地
域
生
活
移
行
を
推
進
し
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在
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宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
を
お
い

た
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
給
与

制
度
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
勤
務

評
価
制
度
や
目
標
管
理
制
度
の
導

入
等
の
人
材
育
成
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。実
施
か
ら
五
年
目
を
迎
え
、

職
員
に
も
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、
今

年
度
は
二
ヶ
所
の
県
立
児
童
福
祉

施
設
の
指
定
管
理
者
（
平
成
二
十

三
年
度
よ
り
委
任
）
公
募
に
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今後
に
向
け
て
事
業
団
は
、
地

域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
団
体
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
目
指
す
と
と
も

に
、
更
な
る
自
主
自
立
的
経
営
を

図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団

　常務
理
事

堀 

米  

信 

一

地
域
生
活
移
行
を
推
進
し
つつ
在

「写真撮影」が趣味という木下さん。諏訪郡原村在住の叔父さんの誘いもあり、７年に１度の「御柱祭」
の写真撮影へ行ってきました。「なかなか気に入った写真が撮れなかった。」と本人は話していました
が、臨場感溢れる作品ばかりです。

西駒郷しらかば寮利用者　木 下  繁 淑さん

社会福祉法人 長野県社会福祉事業団
平成22年８月31日発行

写真提供：諏訪地方観光連盟
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勘定科目 予算 決算 差異
就
労
支
援
事
業
活

動
に
よ
る
収
支
　

収
入

就労支援事業収入 61,086,000 60,817,777 268,223
就労支援事業収入計⑴ 61,086,000 60,817,777 268,223

支
出

就労支援事業支出 61,086,000 60,817,777 268,223
就労支援事業支出計⑵ 61,086,000 60,817,777 268,223

就労支援事業活動資金収支差額⑶=⑴−⑵ 0 0 0

福
祉
事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
　
入

自立支援費等収入 476,704,000 468,210,352 8,493,648
利用料収入 805,916,000 816,209,311 △ 10,293,311
私的契約利用料収入 219,633,000 218,152,706 1,480,294
受託事業等収入 1,079,922,000 1,080,990,437 △ 1,068,437
会館事業収入 5,146,000 5,723,358 △ 577,358
補助事業等収入 86,254,000 92,811,649 △ 6,557,649
寄附金収入 30,602,000 31,027,037 △ 425,037
雑収入 19,604,000 19,528,031 75,969
受取利息配当金収入 5,050,000 5,408,605 △ 358,605
会計単位間繰入金収入 92,901,000 90,996,399 1,904,601
経理区分間繰入金収入 289,470,000 289,291,704 178,296

福祉事業収入計⑷ 3,111,202,000 3,118,349,589 △ 7,147,589

支
　
　
　
出

人件費支出 1,431,201,000 1,400,298,791 30,902,209
事務費支出 315,547,000 296,960,794 18,586,206
事業費支出 488,099,000 450,005,033 38,093,967
借入金利息支出 3,295,000 2,555,566 739,434
経理区分間繰入金支出 293,653,000 291,460,713 2,192,287
会計単位間繰入金支出 637,181,000 616,190,871 20,990,129

福祉事業支出計⑸ 3,168,976,000 3,057,471,768 111,504,232
福祉事業活動資金収支差額⑹=⑷−⑸ △ 57,774,000 60,877,821 △ 118,651,821

施
設
整
備
に
よ

る
収
支
　
　
　

収
入

施設整備等補助金収入 91,868,000 45,740,000 46,128,000
施設整備等収入計⑺ 91,868,000 45,740,000 46,128,000

支
出

固定資産取得支出 238,708,000 221,935,677 16,772,323
施設整備等支出計⑻ 238,708,000 221,935,677 16,772,323

施設整備等資金収支差額⑼=⑺−⑻ △ 146,840,000 △ 176,195,677 29,355,677

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
入

借入金収入 38,893,000 31,311,050 7,581,950
積立預金取崩収入 268,463,000 257,538,694 10,924,306
その他の収入 18,854,000 11,905,349 6,948,651

財務収入計⑽ 326,210,000 300,755,093 25,454,907

支
　
　
出

借入金元金償還金支出 15,586,000 13,785,905 1,800,095
積立預金積立支出 178,860,000 178,825,412 34,588
その他の支出 6,829,000 6,119,670 709,330

財務支出計⑾ 201,275,000 198,730,987 2,544,013
財務活動資金収支差額⑿=⑽−⑾ 124,935,000 102,024,106 22,910,894

予備費⒀ 0 0 0
当期資金収支差額⒁=⑶+⑹+⑼+⑿−⒀ △ 79,679,000 △ 13,293,750 △ 66,385,250
前期末支払資金残高⒂ 349,639,000 426,831,397 △ 77,192,397
当期末支払資金残高⒁+⒂ 269,960,000 413,537,647 △ 143,577,647

注：�法人合算にて資金収支計算書を表記する関係上、勘定科目は「就労支援の事業の会計処理の基準」に
よる。

資金収支計算書
（自　平成22年４月１日　至　平成23年３月31日）

勘定科目 本年度決算 前年度決算 増　減

就
労
支
援
事
業

活
動
収
支
の
部

収
入

就労支援事業収入 60,817,777 54,394,211 6,423,566
就労支援事業活動収入計⑴ 60,817,777 54,394,211 6,423,566

支
出

就労支援事業支出 60,634,355 54,047,341 6,587,014
就労支援事業活動支出計⑵ 60,634,355 54,047,341 6,587,014

就労支援事業活動収支差額⑶=⑴−⑵ 183,422 346,870 △ 163,448

福
祉
事
業
活
動
収
支
の
部

収
　
　
　
入

自立支援費等収入 468,210,352 321,292,194 146,918,158
利用料収入 816,209,311 892,256,529 △ 76,047,218
私的契約利用料収入 218,152,706 216,856,155 1,296,551
受託事業等収入 1,080,990,437 1,148,565,750 △ 67,575,313
会館事業収入 5,723,358 5,756,374 △ 33,016
補助事業等収入 92,811,649 53,533,414 39,278,235
寄附金収入 31,027,037 22,414,203 8,612,834
雑収入 19,528,031 19,850,655 △ 322,624
引当金戻入 41,158,539 72,626,272 △ 31,467,733
国庫補助金等特別積立金取崩額 36,915,120 33,051,318 3,863,802

福祉事業活動収入計⑷ 2,810,726,540 2,786,202,864 24,523,676

支
　
　
　
出

人件費支出 1,400,298,791 1,333,604,707 66,694,084
事務費支出 296,960,794 294,420,345 2,540,449
事業費支出 450,005,033 372,716,903 77,288,130
減価償却費 104,812,672 91,080,354 13,732,318
徴収不能額 0 598,600 △ 598,600
引当金繰入 27,085,630 27,333,526 △ 247,896

福祉事業活動支出計⑸ 2,279,162,920 2,119,754,435 159,408,485
福祉事業活動収支差額⑹=⑷−⑸ 531,563,620 666,448,429 △ 134,884,809

事
業
活
動
外
収
支
の
部

収
　
　
入

受取利息配当金収入 5,408,605 6,649,232 △ 1,240,627
会計単位間繰入金収入 90,996,399 46,137,815 44,858,584
経理区分間繰入金収入 289,291,704 181,253,717 108,037,987

事業活動外収入計⑺ 385,696,708 234,040,764 151,655,944

支
　
　
出

借入金利息支出 2,555,566 2,381,888 173,678
経理区分間繰入金支出 291,460,713 182,500,819 108,959,894
会計単位間繰入金支出 616,190,871 676,093,713 △ 59,902,842

事業活動外支出計⑻ 910,207,150 860,976,420 49,230,730
事業活動外収支差額⑼=⑺−⑻ △ 524,510,442 △ 626,935,656 102,425,214

経常収支差額⑽=⑶+⑹+⑼ 7,236,600 39,859,643 △ 32,623,043

特
別
収
支
差
額
の
部

収
　
　
入

施設整備等補助金収入 45,740,000 141,776,000 △ 96,036,000
施設整備等寄附金収入 0 18,400,000 △ 18,400,000
その他の特別収入 0 613,032 △ 613,032

特別収入計⑾ 45,740,000 160,789,032 △ 115,049,032

支
　
　
出

基本金組入額 0 18,400,000 △ 18,400,000
固定資産売却原価・処分損 85,412 262,883 △ 177,471
国庫補助金等特別積立金積立額 45,740,000 73,728,000 △ 27,988,000
その他の特別支出 0 611,174 △ 611,174

特別支出計⑿ 45,825,412 93,002,057 △ 47,176,645
特別収支差額⒀=⑾−⑿ △ 85,412 67,786,975 △ 67,872,387

当期活動収支差額⒁=⑽+⒀ 7,151,188 107,646,618 △ 100,495,430

繰
越
活
動
収
支

差
額
の
部
　
　

前期繰越活動収支差額⒂ 1,383,315,524 1,328,968,111 54,347,413
当期末繰越活動収支差額⒃=⒁+⒂ 1,390,466,712 1,436,614,729 △ 46,148,017
 基本金取崩額⒄ 0 0 0
 基本金組入額⒅ 0 0 0
 その他の積立金取崩額⒆ 85,874,700 47,161,901 38,712,799
 その他の積立金積立額⒇ 264,041,144 100,461,106 163,580,038
次期繰越活動収支差額�=⒃+⒄−⒅+⒆−⒇ 1,212,300,268 1,383,315,524 △ 171,015,256

注：�法人合算にて事業活動収支計算書を表記する関係上、勘定科目は「就労支援の事業の会計処理の基準」
による。

事業活動収支計算書
（自　平成22年４月１日　至　平成23年３月31日）

資産の部 資産の部
科　　　目 当年度末 前年度末 増　　減 科　　　目 当年度末 前年度末 増　　減

流動資産 755,349,736 763,591,567 △ 8,241,831 流動負債 341,281,797 336,413,300 4,868,497
 現金預金 363,714,015 397,800,581 △ 34,086,566  未払金 311,749,131 306,258,899 5,490,232
 未収金 366,414,296 337,987,924 28,426,372  預り金 4,274,892 3,018,879 1,256,013
 貯蔵品 295,365 217,555 77,810  前受金 2,638,574 2,325,908 312,666
 立替金 552,408 1,012,311 △ 459,903  会計単位間借入金 22,000,000 23,600,000 △ 1,600,000
 前払金 647,060 297,500 349,560  経理区分間借入金 0 1,187,306 △ 1,187,306
 会計単位間貸付金 22,000,000 23,600,000 △ 1,600,000  仮受金 619,200 22,308 596,892
 経理区分間貸付金 0 1,187,306 △ 1,187,306
 仮払金 1,196,300 1,141,520 54,780
 原材料 530,292 346,870 183,422
固定資産 2,895,664,980 2,653,406,348 242,258,632 固定負債 704,208,856 700,756,620 3,452,236
 固定資産（基本財産） 676,417,041 636,776,315 39,640,726  設備資金借入金 184,036,159 166,114,514 17,921,645
  建物 626,401,143 591,340,417 35,060,726  長期運営資金借入金 3,568,500 3,965,000 △ 396,500
  土地 35,015,898 30,435,898 4,580,000  退職給与引当金 423,075,601 433,715,335 △ 10,639,734
  基本財産特定預金 15,000,000 15,000,000 0  全事協退職年金共済引当金 93,528,596 96,961,771 △ 3,433,175
 その他の固定資産 2,219,247,939 2,016,630,033 202,617,906
  建物 8,146,415 8,832,656 △ 686,241
  構築物 4,123,798 2,874,047 1,249,751 負債の部合計 1,045,490,653 1,037,169,920 8,320,733
  機械及び装置 21,457,825 3,032,084 18,425,741 純財産の部
  車輌運搬具 27,385,381 25,825,545 1,559,836 基本金 33,400,000 33,400,000 0
  器具及び備品 39,626,078 48,461,286 △ 8,835,208 国庫補助金等特別積立金 449,249,875 440,424,995 8,824,880
  建設仮勘定 11,856,200 0 11,856,200
  権利 519,156 0 519,156 その他の積立金 910,573,920 522,687,476 387,886,444
  ソフトウエア 7,340,475 9,552,426 △ 2,211,951  貸付原資積立金 311,319,308 4,524,744 306,794,564
  長期貸付金 242,842,752 35,475,256 207,367,496  人件費積立金 285,167,948 285,167,948 0
  退職給与積立預金 423,075,601 433,715,335 △ 10,639,734  施設整備等積立金 302,230,464 232,994,784 69,235,680
  その他の固定資産 440,627,942 385,108,359 55,519,583  工賃変動積立金 11,856,200 0 11,856,200
  貸付原資積立預金 311,319,308 448,628,536 △ 137,309,228 次期繰越活動収支差額 1,212,300,268 1,383,315,524 △ 171,015,256
  人件費積立預金 285,167,948 285,167,948 0  次期繰越活動収支差額 1,212,300,268 1,383,315,524 △ 171,015,256
  全事協退職年金共済預け金 93,528,596 96,961,771 △ 3,433,175  (うち当期活動収支差額) 7,151,188 107,646,618 △ 100,495,430
  施設整備等積立預金 302,230,464 232,994,784 69,235,680 純資産の部合計 2,605,524,063 2,379,827,995 225,696,068

資産の部合計 3,651,014,716 3,416,997,915 234,016,801 負債及び純資産の部合計 3,651,014,716 3,416,997,915 234,016,801

貸借対照表
（平成23年３月31日現在）

平成22年度　収支決算書（法人合算）
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〒380－0928　長野市若里七丁目1番7号　長野県社会福祉総合センター5Ｆ
tel：026-228-0337　fax：026-228-0310
URL：http://park19.wakwak.com/~nagano-shafuku-j/

社会福祉法人

長野県社会福祉事業団

編
集
後
記

掲載記事の内容等についてのお問い合わせ及びプレゼントの応募はこちらまでお願いします。
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人
事
異
動

小
林
千
亜
紀
（
同
）、
主
任
支
援
員
／
宮
尾
由
美
（
水
内
荘
主
任

支
援
員
）、
竹
内
紳
一
郎
（
西
駒
郷
支
援
員
）、
支
援
員
／
岡
村
敏

之
（
県
か
ら
の
派
遣
職
員
）、
田
中
智
大
（
同
）、
心
理
・
支
援
員

／
宮
島
真
理
（
西
駒
郷
心
理
・
支
援
員
）、
支
援
員
／
小
山
沙
織

（
西
駒
郷
支
援
員
）

松
本
あ
さ
ひ
学
園
　
所
長
／
工
藤
伸
一
（
県
か
ら
の
派
遣
職

員
）、
次
長
兼
総
務
課
長
／
岡
村
正
人
（
再
）、
治
療
支
援
課
長
／

小
宮
山
紀
道
（
水
内
荘
支
援
課
長
）、
専
門
幹
兼
心
理
治
療
係
長

／
小
口
浩
司
（
県
か
ら
の
派
遣
職
員
）、
主
任
心
理
治
療
員
／
今

井
敏
弘
（
同
）、
心
理
治
療
員
／
疋
田
泰
規
（
同
）、
心
理
治
療
員

／
山
崎
晴
加
（
事
務
局
付
）、
男
子
ユ
ニ
ッ
ト
係
長
／
増
沢
広
志

（
県
か
ら
の
派
遣
職
員
）、
支
援
員
／
深
井
麻
衣
子
（
同
）、
岡
村

直
亮
（
同
）、
心
理
・
支
援
員
／
小
林
奈
々
恵
（
水
内
荘
心
理
・

支
援
員
）、
女
子
ユ
ニ
ッ
ト
係
長
／
今
村
秀
枝
（
事
務
局
付
）、
専

門
員
／
唐
沢
真
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／
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ム
ユ
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／
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／
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／
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兼
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長
／
原
雅
章
（
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
所
長
（
再
））、
駒
ヶ

根
支
援
事
業
部
長
／
塩
沢
総
夫
（
西
駒
郷
総
務
課
長
）、
総
務
課

長
／
北
林
昌
彦
（
西
駒
郷
庶
務
係
長
）、
企
画
推
進
課
長
／
宮
下

敦
志
（
西
駒
郷
企
画
推
進
係
長
）、
駒
ヶ
根
日
中
支
援
課
長
／
尾

野
成
彦
（
西
駒
郷
専
門
員
）、
宮
田
支
援
事
業
部
長
／
矢
花
尚
利

（
西
駒
郷
企
画
推
進
課
長
）、
ま
つ
ば
支
援
課
長
／
田
中
一
則

（
兼
）

上
伊
那
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
　
所
長
／
辰
野
恒
雄

（
再
）、
専
門
幹
／
埋
橋
行
雄
（
兼
）

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
所
長
／
寺
沢
博
文
（
再
）、
管
理
係
長

／
佐
藤
ゆ
り
子
（
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
主
任
）、
主
事
／
北
澤
直
人
／

（
水
内
荘
支
援
員
）

派
遣
期
間
終
了�

（
平
成
23
年
3
月
31
日
付
）

西
駒
郷
　
所
長
／
岡
庭
和
義
（
長
野
県
飯
田
技
術
専
門
校
へ
）

退
　
職�

（
平
成
23
年
3
月
31
日
付
）

八
雲
日
和
　
支
援
員
／
林
恵
里
子

辰
野
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　
支
援
員
／
山
崎
大
介

西
駒
郷
　
更
生
部
長
／
馬
場
み
ど
り

（
平
成
23
年
７
月
31
日
付
）

西
駒
郷
　
看
護
係
長
／
高
重
美
智
代

（
兼
）　

他
職
と
の
兼
務
職
員　
　

（
再
）　

退
職
後
、
再
雇
用
職
員
等

新
規
採
用�

（
平
成
23
年
4
月
1
日
付
）

水
内
荘　

支
援
員
／
鷲
津
美
紀(

支
援
課
）、
青
柳
亮(

同
）、
瀧

澤
圭(

同
）

八
雲
日
和
　
支
援
員
／
津
山
奈
々
、
看
護
師
／
阿
藤
広
美

信
濃
学
園　

主
事
／
柴
野
美
津
子(

総
務
課
）、
栄
養
士
兼
主
事

／
二
木
晴
久(

同
）、
支
援
員
／
平
林
さ
ゆ
り(

支
援
課
）、
河
原

崎
正
人(

同
）、
鈴
木
若
菜(
同
）、
林
孝
行(

同
）、
深
川
晴
奈

(

同
）、
赤
羽
志
保(

同
）

松
本
あ
さ
ひ
学
園　

主
事
兼
支
援
員
／
金
兒
直
哉(

総
務
課
）、

栄
養
士
兼
主
事
／
逸
見
美
樹(

同
）、
医
師
／
今
井
淳
子(

治
療

支
援
課
）、
看
護
師
／
守
屋
美
智
子(

同
）、
心
理
治
療
員
／
菊
池

典
子(

同
）、
支
援
員
／
横
山
邦
典(

同
）、
田
嶋
里
美(

同
）、

北
村
健
一(

同
）

松
本
ひ
よ
こ
　
支
援
員
／
漆
戸
利
樹
、
中
平
亜
矢
子
、
上
野
ひ
と

み西
駒
郷
　
支
援
員
／
上
杉
晴
樹(

あ
す
な
ろ
支
援
課
兼
駒
ヶ
根
日

中
支
援
課
）、
百
瀬
隆
弘(

同
）、
相
野
田
智
昭(

ひ
ま
わ
り
支
援

課
兼
駒
ヶ
根
日
中
支
援
課
）、
後
藤
瑞
穂(

同
）、
富
松
夕
貴

(

同
）、
丸
田
か
お
り(

さ
く
ら
支
援
課
兼
駒
ヶ
根
日
中
支
援

課
）、
牛
丸
み
ゆ
き(

同
）、
宮
澤
愛(

駒
ヶ
根
日
中
支
援
課
）、

玉
井
靖
人(

宮
田
日
中
支
援
課
）、
合
田
成
穂(

同
）

上
伊
那
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
　
心
理
・
支
援
員
／
小

出
千
広

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
指
導
員
／
光
吉
直
哉(

ス
ポ
ー
ツ

課
）、
山
下
真
由(

同
）

事
業
所
間
異
動
等�

（
平
成
23
年
2
月
14
日
付
）

松
本
ひ
よ
こ
　
支
援
員
／
小
河
千
折
（
西
駒
郷
支
援
員
）

（
平
成
23
年
4
月
1
日
付
）

事
務
局
　
事
務
局
長
／
伊
藤
敏
（
事
務
局
次
長
）、
事
務
局
次
長

兼
企
画
課
長
／
林
博
幸
（
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
総
務
課
長
（
再
））

水
内
荘　

支
援
課
長
／
小
島
健
一
（
兼
）

長
野
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
歩
楽
里　

支
援
員
／
木
下

香
織
（
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
指
導
員
）

長
野
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し
　
副
所
長
／
宮
之
本
一

宏
（
再
）

信
濃
学
園　

所
長
／
清
水
剛
一
（
県
か
ら
の
派
遣
職
員
）、
総
務

課
長
／
佐
藤
靖
（
松
本
ひ
よ
こ
所
長
）、
専
門
員
／
大
月
美
枝
子

（
県
か
ら
の
派
遣
職
員
）、
支
援
課
長
／
丸
山
茂
（
再
）、
専
門
幹

兼
支
援
第
一
係
長
／
長
田
基
佳
（
県
か
ら
の
派
遣
職
員
）、
専
門

員
／
服
部
美
佐
子
（
同
）、
福
嶋
綾
子
（
同
）、
宮
原
英
昭

（
同
）、
主
任
看
護
師
／
金
塚
孝
司
（
同
）、
主
任
支
援
員
／
伊
藤

千
枝
（
同
）、
湯
澤
ゆ
か
り
（
同
）、
寺
島
栄
水
（
同
）、
支
援
員

／
原
田
信
一
（
同
）、
小
笠
原
雄
二
（
同
）、
竹
村
眞
史
（
同
）、

支
援
第
二
係
長
／
小
野
沢
真
（
事
務
局
付
）、
専
門
員
／
原
和
彦

（
県
か
ら
の
派
遣
職
員
）、
増
沢
晴
彦
（
同
）、
有
賀
洋
司
（
同
）、

■総合職採用試験
　一次試験日／平成23年9月18日㈰
■一般職採用試験
　一次試験日／平成23年10月2日㈰

※�詳細は当事業団ホームページからご確
認ください。

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団

平
成
23
年
度
職
員
採
用
試
験

　事業団だより「やまなみ」の感想や今後掲載してほしい内容等について、①郵便番
号、②住所、③氏名、④電話番号を記載のうえメールまたは郵便はがきにて法人本部
（事務局）までお寄せ下さい。
　10月末までにお寄せいただいた方の中から抽選で、「チャレンジ・アクション」で
も紹介している「西駒郷『信州まめ匠』」の「豆腐・どら焼きセット」を５名の方に
プレゼントいたします。
　なお、当選発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
　（プレゼントの発送は１１月頃を予定しています）

　西駒郷の長年の夢であった食品製造・販売をこの４月
から開始しました。
　豆腐は、地元長野県産の大豆を使用し、凝固剤に伝統
的な「にがり」を使用した物と、京豆腐によく使われて
いる「すまし粉」を使用した物、そして「寄せ豆腐」の
３種類を製造しています。
　どら焼きは、日本一と言われている十勝産の小豆を使
用し、豆乳を加えて大変ヘルシーな製品に仕上げてあり
ます。是非一度、ご賞味ください。

西駒郷　「信州まめ匠」
駒ヶ根支援事業部長
塩沢　総夫　からのメッセージ

プレゼント

駒天豆腐

駒天どら焼き
　先日、学生時代を過ごした「第２の故郷」仙台
で被災した友達に会ってきました。彼の力強い眼
光やいつもと変わらぬ笑顔は、地震が「人の心と
希望までは奪えない」ことを教えてくれました。
　なでしこＪＡＰＡＮも神がかり的な優勝を納め、
日本全体が一体感を持って明るい方へ向かってい
る気がします。
　今年の夏は、土日と夏季休暇を万遍なく使わせ
ていただき、微力ながら仙台で何かしてきたいと
思っています！「がんばろう！日本」� （真鍋）


